
『貨幣博物館』見学（6 月 10 日（土）・経鷲会主催）  

に参加して                                         

 

 

ご案内：中井博司 氏（日本銀行金融研究所「貨幣博物館」主査） 

 

 

 

★昨日は、中井主査に解説頂き、非常に良かったです。勉強になりました。最近はペイペイや企 

業ポイントなど物理貨幣が少ないので、貨幣博物館自体が進化すると良いなと思いました。 

（経済学部卒・男性） 

 

★昨日は楽しい時間を過ごさせていただき、感謝です。 

２回目の見学でしたので、正直なところそれほど期待はしていなかったのですが、熱量あふれる

中井主査の説明が大変良かったです。知らないことばかりでした。 

そして、ご自分の今までのご経歴を説明なさった時、ごくごく控えめに「日銀の屋台骨を支えて

いたのは私です」と聞こえて、以前より日銀がぐっと身近に感じた次第です。 

単語として知っていた試金石の本当の意味（起源）と色見本の存在を聞いて、考え出した人の賢

明さに感動しました。貨幣の穴の発想も素晴らしいですね。 

また、今まで、江戸時代の両替商の仕事の内容をよく知らなかったことに衝撃を受けました。お

金の両替だけの手数料で仕事が成立するのかと中学生時代からずっと疑問に思っていたのが、氷

解しました。歌舞伎でいえば「霜に煮え湯を注ぐが如く」ですね。東の金、西の銀、貨幣との交

換、為替、金融と、社会に欠かせない業務なのがよくわかりました。 

（経済学部卒・男性） 

 

★日々接しているお金のこと、案外と知らないことにびっくりしました。 

国内の流通貨としての歴史も印刷も浅いこと、日本人（特に我々高齢者）の現金主義を支えて 

いる紙幣への信頼の理由など、とても興味深く楽しい見学会でした。個人で見学するより、や 

はり説明してくださる中井主査がいらしたのは、とてもよかったと存じます。         

（外国語学部卒・女性） 

 

★多分、貨幣博物館にフリーで行ったら、今回のようないろいろなご説明はないので、今回   

 の半分以下の知識しか得られなかったと思いました。 

予想以上に古銭が揃っていたのには、驚きました。 

（経済学部卒・男性） 

 



★見学会では通貨の番人と謂われる日本銀行において主査をお勤めの中井様より、実際に使われ  

てきた数々のお金を前にして、古代・中世・近世・近代のお金の姿や成り立ちの要点を理路整 

然とご説明いただいたことで、深く印象に残っております。熱弁ありがとうございました。 

 中世には、中国の銭貨も広く使われたようですが、日本の銭貨のデザイン・鋳造技術は中国を  

凌ぐものがあるようで、我が日本人祖先の素晴らしさを感じました。また、日本紙幣の印刷技 

術については、印刷色数の多様化や、すき入れ模様の透かし、グラデーション印刷を取り入れ 

ており、技術レベルでは世界に類を見ないものではないでしょうか。 

 貴重な学習をさせていただいたことに感謝いたします。 

（法学部卒・男性） 

★多分、貨幣博物館にフリーで行ったら、今回のようないろいろなご説明はないので、今回   

 の半分以下の知識しか得られなかったと思いました。 

予想以上に古銭が揃っていたのには、驚きました。 

（経済学部卒・男性） 

 

★貨幣博物館が存在することも知らずに(無知でお恥ずかしいですが)今回の見学会に参加させて 

 いただきましたが、時代ごとのお金の変化を追った中井様のわかりやすいお話のおかげで、今 

 まで頭の中で点在していたお金に関する知識が一本の線の上にのったような気がして、とても 

 有意義な時間でした。 

中井様、お休みの日に、私達のためにありがとうございました。 

（法学部卒・女性） 

 

★中井様の解説は大変分かりやすく、また興味深く、子 

どもそっちのけでくぎづけになってしまいました。お 

伺いした全ての話が面白かったです。お金ってこんな 

に身近なのに全然知らないことばかりでした。 

外国語学部英語学科の私としては、日本のお金の知識 

が増えて、外国人との交流に使えるネタになりまし 

た。 

帰り際には、子どもに特別貴重な資料まで頂戴し、そ  

れを見ながら家族団らんで、あーだった、こーだったと話しましたことはもちろん、夏休みの 

自由研究にも活用させていただこうか、と画策中です。 

（外国語学部卒・女性） 

 

★自分の無知を実感できて非常に勉強になりました。お金大好きなので、有意義かつ楽しい時間 

を過ごすことができました。引き続き宜しくお願い致します。 

（国際教養学部卒・男性） 

 

★中井様の大変楽しい、ウィットに富んだ説明でした。 

もっと時間があればすべての展示のお話をお聞きできたものをと、残念に思いました。 

（経済学部卒・男性） 



★貨幣博物館、中井主査の説明が分かりやすくて楽しかったです♪ 

また、今は当たり前のように全国共通で日本円を使っているけれど、そこに至るまでに様々な 

試行錯誤を経て長い時間がかかったんだなぁと思いました。 

あとは、江戸時代の両替で手数料を取っていたという話を聞いて、銀行の各種手数料の概念は   

江戸時代からあったことを知り、江戸時代の商人の知恵を感じて感慨深かったです      

（個人事務所経営・女性） 

 

★貨幣の歴史を見ると、その製造技術は飛躍的に進歩しています。一方で今後はキャッシュレス 

社会がますます進展すると思います。 

貨幣の将来はどうなるのでしょうか？ 

（経済学部卒・男性） 

 

★中井様の大変楽しい、ウィットに富んだ説明でした。 

もっと時間があればすべての展示のお話をお聞きできたものをと、残念に思いました。 

（経済学部卒・男性） 

 

★中井主査を取り巻き、一言の大事な説明を聞き漏らしたくない、と、何人もの参加者がついて 

いました。そんな光景が印象的でした。 

（経済学部卒・男性） 

 

★私なんて一万円札にもびびりながら大切に持ってますが、日本銀行のかたは、一万円の束の包   

みを機械的に扱ってらっしゃるとのことで、日本銀行の方々がうらやましいです。 

恵まれた環境で勤務された中井主査は、やはり立派な方でした。 

（経済学部卒・女性） 

 

★このようなイベントに参加するのは初めてで、緊張しておりましたが、展示はもちろんのこと   

講師の中氏主査のお話も大変面白く、貴重な体験になりました。 

（経済学部 在学生・女性） 

  

記念撮影（中井先生が写っていない！） 

 

 

 

 


